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文字刀 ・ 語い力・文rt力空宇ば最も基礎的な~表的な国語学力でおり，読解力としての大君主犯鑓力 ・ 要





































・文i単は ，その基本的性質として， 11考倒的併井芸品告に展開するもの-rあ る。五~れま，その旨簡をもと とし
て，文章の線条性;こ基づきながら時間的に展開し，末尾にいたってその意味を完了するもので;r{:， ・t
















発現する。たとえば「花が咲く。 j と，いう女に議して 「花・が・咲・くJという文字右それぞれ正し
く認知しながら，これを文節「花が・咲く Jとして認識し，主部 付加リと述部 「咲<Jをー速の意味
















いてである。かつて 、輿水笑氏がその著書のゆで f言語を学習するのは，水泳の習得に似ている。 jと
いうバー トランド・ラyセルのととばを引用されたことがあったが.その比燃にしたがえば .文字 ・諾
.認。法の練習は，バタ足ヨ1綴ゃ .手の練習にあたtl，文筆統解の訓練は全体的な泳連「の線需にあたるも
のであろう。いかにパタ足線設だけ事f強化しても， 実際に泳がせてみない限η，水泳は習得できないの



































































これには，作文力との関連も考えて SCT( Sentence Completion Test) 
一一 文章完成法テストーーを用い，このほかに CAT (Ch i ) dr en's Appe r cept i on 








































第 5 の方法は.面接によって第 1 と同じく，読みの進行過程に盟flする様車~â'見るものである。これは




際に発現するこ とを知り得たので ，今回もこ うした点に注目することとした。梗概や筋誉き作成の能力
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研究対象児一覧表にのせたものは ， 団体検査用の改訂田中B式の結果であり，概観的であるので . ~寺
に必要な対象にはW1 SC知能診断倹套法を用いた。ウイ スクは周知のとおり，エューヨーク大学のウ
エックスラー縛士の作成にかかるものであり，大きく言語性検査と動作性候査の 2郵に分かれ ，それぞ
れが 4穫の下位検査から成り立っていて .かなη精密な個別検査ができる。しかも ，言語性検査と動作
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6 A 女 6 B 女 6 C 男

















5 私の(兄， 姉，弟， I 弟は大の勉強ぎらいだ。それ |妹は家じゅうでたいへんふeI 兄はいつもはたくのがすきで
妹〉は | にちょっとませれ、ふでも |っている。 Iす。
わりと観切だ。
6 私の母がもう少し | おやつをくれると川、。おや |としよりだった九の上日， 1 やさしくなればいいな。
つは.たくさんあるほどうれ| 姉がいたかもしれないのに。
しい。
マ 私の父がもう少し l月給をもらってくるといい。 Iた川〈がよかったら。
そしたら本をたくさん買って
もらいたいa










10 私がうれしいのは 父が艮外へ出張する時そのた |ほかの家とちがって農家なの | 遊んでいつもどろんとになる
一 11一
刺 激 語 6 A 女 6 B 女 6 C !脅
::;??っ杭買ってもら|;;:;;;ごたご市二一
11 父は私の言うこと |あまりよくきいてくれない。 Iたいへんよくきいてくれまれ|きいてはくれませんa
を i そして私の考えたEとをよ< I とんどのタリスマスにテープ
iめてからへんじをする。 Iレコーダーをかつてくれるそ
うです。








14 私が 山 いのは |併な音楽家の歴史川|附
本をみても全部書いてある本 です。
はない.




16 私は友だちから あまり好かれていない。私は| 早口だといわれます。 l えっちといわれています.
いつもみんなと遊ばないで図
書館にいるから。
17 間 一にI(回答なし) 強〈……ゎ |帽をお…Lたし
がままがなおるかもしれない
のに。
18 私がとくいなこと |音楽の音符を書くとと。大好|体そうです。 野球。
l;t I きだ。それだけにしっぽいは
くやしい@





刺 激語 6 A 女 6 B 女 6 C 男
一一一一 ; 一一一一一←一一→一一一一一一
20 自分でできないこ |そうじの手ぬぐいをうしろで| モイ ーやくみたてる仕事が |先生から出きれる問題。
とは | むすぶとと。どうも自分の手 |たいへんやりにくい。
がよく動かないの
21 母より父の方が私 I (回答なし) I よくかわいがってくれる。 Iしんせつにしています。
を
2.2 私の父の仕事が | 教育に関するζとなので父は |農業なのでいやだとときどき |すきです。
先生の名をたくさん知ってい | 思う。
る。谷沢先生も知っている。
23 時々気になるのは 1 燕にひっζした友だちのこと。| テストを寸ると成績向ちた| はらいたです。
家も近かったし ，私ω一番の| かときどき気忙なる。
友だちだったのlt，
24. 家でよくいわれる I r読書ばかりしないで勉強も |おっちょとちょいだといわれ |勉強しなさいといわれる.
ことは l しなさい。 Jどうして勉強し | る。
なきゃならないのかな。




6 A 女 6 B 女 6 C 男
オー ストリ了で生まれていた | スチュワーデスになったら世 |もし野疎の選手になったら還
ら.どんなにいいだろう ι | 界の国与をまわっていろいろ | 手をはげましてやりたい。
小さい時から音楽の勉強がた | なニコー スーなどをしらべてい
くさんできる。ウィー ンも近 |きたい。
い。
2 学校から帰って私 |すぐおやつを食べる。それか!大きらいなベんきょうをして |カパンをなげすてて友だちの
は | らテレピを見て夕食がすんで | そろばんをならいにいくその | 家にあそびにいきますω
から勉強する。そのあとはす |時私はー 日でいちばんいやだ。
ぐ読書をする。























マ 私1;:{兄， 姉，弟II弟をあまりすきでない。いつ| 妹をかわいがってやりたL、。 I兄を信倒していません。








1 f，ムカ1きらいなのは |勉強するとと(音楽は間続 |食べ物れにんじん・肉。 水lfがきらb、です。
i!fをしながらレコー ドをきい
ていたらft.の天国だ.
10 制なりたいのは |音楽家・帥までも山L・1Aチュワー デA.つfになり|掛・
ji;詩までもいい.震史上限じ |たいものは.カYゴ7さん.
めての女の音楽家.
11 私が叱られるのは |哉書ばかりしている町.(と |だらしがないから。 Iすぐに遊びU‘〈かか
れ注意かな?)
12 私がうらやま しい |本昆のど主人。いつも ，すき |弘の家It農家なので.I 2月 ぼくたちのずラスで勉強でき







私のロー マ字をJiると，ゅう |テストをだしてくれなかった | いつもニコニコしている。た














f読書がすきだね・ Jという. rゅうとjげんきti.とか，♀ |品つうだとおもっているかも
みんなも自分のすきなとと民 |ロだとかあだなをつける. I しれない。
い{らでもあると恩ぅ。
17 私がはずかしいと |学段で・尋んなの前で答えを| じゅぎよう中にか付られてま |マラソンであしがおそい。
思うことは | まちがっていった時節がまっ |ちがったζとをいってわらわ
かにな4た.れたとき。
18 創立母を |あまりすいていない・どうも .だいすきです・でもときどき |きらいだ主怠っている・
lH:患を差別しτいるようだ Ibからないζtをいうのでけ
から・ 1~平にあつかっτほし | んかになります.
い。
19 私のしてもら4、た |燕に行づた友だちが.1脆と |ベんきょうべゃを加工人でな |勉強ができるととだとぼくは






21 勉強 |附川とくに開 |……勉強 |M〈はすきだけど川
計算がなかったら， どんなに だれかとかわってもらいたい. がない。
いいだろう.







車IJ 激 壬回五c 6 A 女 6 B 女 6 C 男
24 私がくやしかった テス トで悪い点をとったとき ， 友だちとけんかして。 けんかKまけた。
のは 母に見せにくかったが見せた。








z 指向 的側 面






































































体育ゃ図工等に串少のコンプ | 担父母It甘やかされて育った | 現在化不安ゃあせりをもち ，
レックスがみられるが.だい |性情のためやや自我窓識が強|将来Kも不安を感じている。
たいにおいτ精神が安定して I <.周囲と衝突し，そのため|兄をはじめ家肱の圧迫，学業
いて ，周囲との調布をいちじ| 一種の防衛傾倒をとると とが |不振などが，コ Yプいyクス
るしく害すると止はない。 ある。 を強めている。
容姿，健康ともおおむねふつ| 健康休で容姿ふつう。活動力 |健康体で容姿ふつうであるが.






6 A 女 6 B 女 6 C 男
父にやや傾斜し，母に軽いエ | 祖父母に溺愛きれている傾向 I5才年長の高校生の兄に圧迫
クストラ，コンプレッタスを|にあり，母よりも父を愛好す| きれつづ吋，父母にもかな円
もつが，全体的には，調和し| るようである。弟妹にも明る i叱賞され.祖父母もそれほど
たλ悶関係にある。文化度，I く接L， .全体的に明朗親和の | 庇護していないので.強度の
経済水準その他からみて典型| ふんい気をもっ家庭である。 Iコンプレックスをもち，逃避





的な性絡と思われる。 Iしかし明朗なので孤立はしな| ダーー になるとkはない。
い。
なお，ζとlLのせなかったが， 6 A男で顕著なのは.受験勉強的な学習に傾斜しているととである@とれが，性絡を狭くし ，ものごと









6 B立 l との子も，ほとんど不幸な圧力の影響がみとめられないeただ，やや，攻撃的な函が2， 3の図版をとおしてみられる。そ
してそれと対応して，恐れとか不安が認められ・防衛的機紛が若干認められる。
Z 自我欲求には.賞讃を受けたい欲求.自己顕示の傾向などが事少認められる。とれは， S CTで，自宅が農家であるととを







ところで，物的環境の面では， 6年生の主対象児4名を例にとると， 2名は農家で， 2名はサラリー
マン家庭であるが，複聴覚器具(テレピ，ラジオ 等〉の設備に差はなく.物的文化度はほぼ等しいと
ーー 17ー ー










※注 原文のまま . . It筆者のつけたもの
私のうち 6 A 女




























私の家 6 B 男
僕の家は四人 家族でもにぎやかな方だ 父は会社相こつとめている その仕事1100000を売っているととで 会社の所長で そ
れ以上は上がらないので もうすこしいいのKなって 〈れれば よいとi号、っている。
母はべつに会位みたいな所には 行「て なく家で うちの仕事を している 家では買物ねい物などが おもな仕事だ。
ほかにはあねがいる あねは高校二年で ぜ了/をならっていて 練習を する時はテレビを見ている時も するので うる
さくてとまる 事もある。そのつど 僕が もんくを言うと 母にしかられる時もある。
次は僕だ 僕11.新潟に来る 前はいるいろな物をならっていたけれど とっちへ 来てからは まだなんにもならってはい
ない 友だちもいるし ほかは まあまあみんなと おなじだ。
家の一日のようすは靭は食事をし 僕とあねは学行へ行き 父は会社へ行き 母はるすばんと いうふうになる 昼は一家ばら
ばらで食事をとり 僕t あねは五時乙る家へ帰り 父は早くて 六時おそくて 十時Eる家へ帰る 父はし申っちょうがある
ので そのつどみやげを買って来るので 行った時帰りがたのしみだ.
僕の家はあい かわらず とういう ととがくりかえされている。
私の家 6 C 男
俣の家11..00にあります。僕の家には .八人家族で .子どもは三人で男ばかりの兄弟です。僕は次男で .お兄さんは.おっかないし
僕の弟は， 泣いてばっかりいる・ですから .僕の家族は.きわがしいです.僕は .いつも .ζたつで勉強し .いつも .遊んでいる.でも
ぼくの机11..すわるのだ。ぼくは，そういう机がきらいなのだ。いすですわるのがすきだ。だけど .僕の家の人は，春f[.くるからまっ
てろという ，だけどぼくは，いまがいいというけど .ぜったいだめだという。僕はそれから ，机に勉強しないでいうもとたつにはい司て
勉強している。ぼくのお母さんは，だbしがない子は .大きらいという。ちょうど僕は，それとおなじだ。だからお母きんは ，いつも僕
ぽかっししかっている。だからぼくは .お母さんはきらいだ。おとうさんは.000につ主めている0000は.ぼくたちの，家のうら








の要求に応じてやることが. r子どもにもあまい。 」 という表現になるのであろうが，これは決して，












































































































こう した家庭内の劣位に屈従せざるを得ない彼に対して ，立ち机が欲しいという欲求までが ，なかえE
か満たされない。そこで，ますます屈辱感に陥ると共に，自己嫌悪を感じ「いつつも僕がわるい ，わる



























I 類 (誇への反応一一 具象性など)
星 (天体) 牛 (動物) ひげのおじさん(人筒) 白い教会(建築・宗教)
トー ー一一一一
2 A男 ひかるしきれいに光る まるまるふとって阜〈走れば ふさふさした毛 所きがつもったような教会
よい
2 Bk ひかるとと おちちを だす せんちょうさん かみさま
2 B男 きらきら光る おいしいぎ申うに叩うがでる ひげが長い 雪が教会のやねにつもった
2 C男 ほしはたかいととでひか司て うしは くる左しろがまざ司 ひげにあたるともやもやっと きょうかいにはいるとうたを
る てきれいだ した うたう
3 A女 くらい 大きいですね やさしそうですね 明るい所
3 B男 きれいte.な ζわいな なんだかこわい なんだかぞうとする
3 B女 すてきだな おそろしく大きい テレビのもの知りはかせ おいのりをする
3 C男 きれいだなあ とわいなあ そうりだいじん じゅうじか
4 A男 ゆかりのような形 ミルクのでる牛をかつてみた ひげをきったら どんなかお さぞかしり 4 ばだろうな
い になるだろう
4 B男 うつくしい きたないが やくにたつ動物 すとしきもちがわるい それ すとしきみがわるくしずかだ
にとわそうだ




星 (天体) 牛 (動物) ひげのおじさん(人悶) 白い教会(建築・ 宗教)
4 C女 ダイヤのようにひかる星 牛のすんでいるぽ〈じようは さんたくろうすl!:i(.ている とてもきびしそうなかんじ
広くてL、いた
5 A女 天国うちゅう 光る 大きくてよく働く動物 白くて長いひげ，おちついて 美しいねいろでかねがなる
る
5 B男 夜の空で明かるくかがやく ぼくじようで見たい むかしの人のようだ しずかなととる
5B!I: 宝石みたいにかがやく つのがζわそうだ ま法っかいみたい キリストの十じかがある
5 C男 ぴかぴかと光っている 草を食べてよだれを出す ひげはいたそうだ .<ろい クリスマスのうた
6 A女 きれいだ 神話などによくで いなかのうちにもいたが ，耕 「すばらしいうそつきjの時 教会にはふつうオルガYがあ
てくる 連識を買うために売ってしま ltでてきた ひげのあるおじ る.教会のオJレガγは有名な
った きのどくだった いさんはいじわるの役だった 音楽家もひいた
6 B女 死んだ人のたましいが 農に 人間とおなじ いきもの きのように白いひげ 水戸こ 外国のお寺死んだ人のいる
なっている うもんのように ととる
6 B男 とって あかりみたいな物に もちしぼりをしてみたい ひげをパリカyでかったら そζの鎖をならしてみたい
してみたい おもしろいと患い
6 C男 ピカピカ光ってきんかくぼう 忘とっていて ぼく も ひげが もじゃもじゃして 白色みたいで 大きい教会
しみたい (意味不明) ζわいおじさん
※考察 星に対するイメーゾは.低学年では即物的kいうか，.!ilそのものの状態をとらえるだけであるが， 4 • 5年になるとi&の具象
的なものにたとえたりするロそして6年では連懇の範囲がひろが「てくるのがわかる。下位tfは商学年でも即物約傾向がみら
れる.キ，人物，建築などでもとうした傾向がみられ，一般化した広い忽訟をもってくるように思われる。
江額 (文への反応ーーととわざ ・語法感覚) 市類 (空想，意思)
きるも木iJ.ら 1Eちる ありのなかまにもきまりがある もしも"Jtfき由1あ勺たなら 考えてみた同t;.~は
2 A男 そうとうだめなさる どんなきまりかな 空を主んで いいきもち しっかりベんきょうする
でいいながめ とと
2 B女 つるつると おちる りとう とベる ベんきょうのとと
2 B男 おもるといたい きまりをやぶるとしかられる 空をとベる 考えるとよくわかる
2 C男 きるはきからおちてもすぐつぎの ありがなかまにきたってありのえ ひとうきがついらく した ベんきょうをするとき
きえとぶ らい人にきいてくる らもっとついらくがない 100点をとられるように
ようにはねをつげる 考える
.， 'JwJ • 
3 A女 細い木 ありがしゃべ司ているようですね !}!にまいあがっているよ 学&での〈らし
うですね
/'/ 
3 B男 ほかみたいだ ほんとにあるのかな tl界ー しゅうする t.い
3 B女 どすんとおちる だれがきめるんだろう いるんなととろをみる いいものを買ってもらい
たい
3 C男 おちるも木 きんたま でんわ みるとと
4 A男 そんなとこにぼくたちがのぼ『た どんなきまりだろう 寧たトみな 世界ー しゅう Lていγ|おお金もちになってすき|






っけないといけない |ある |われてほうけんができる |るζと
5 B女|きるでさえおもるのだから，わた|きまりは動物にもあるというとと|空から梅.山.JiIなどが|王女さまのようないいく
したちはもっ主あぶない I Iみられる |らし

































































6 B男|ちゃんとしたけいけん者でも ま|ありにも働きあり 女王ありなど|わたり烏のようにとんで|自動車を貿「て自分で運
ちがう ζとがある |がいる |ほかの国へ行っτみたい|転を してみたい
6 C努i五ひきのきるがいて 木から木え|わるいζとばかりしてばかりして|いつも侭がらかで いい|勉強ができて いつも手
うつ司ておちてば『かりいる |るようす |人にな りたいかんじ |をあげる子になηたい
厳提言察
・ιとわざの反応をみてゆくと，低主主年から高嘩年にむかつて 、しだいに怠味把極が高次にな「てゆくととが見られる。 2年生では.
「きるも木から落ちる.Jと.~、う文から ， 上位の子どもでも「そうとうだめなさる。 J と，反応し ， 文の事実的な解釈のようなも

































l とった魚をいっぱいつんで，船がはいってく ると， サイ レンがなりわたり，いままでひっそりしていた家身から ，いちどに，おとな
も，子どももとびだしτくる。きしから船へ .11しいたがわたされて，魚をはとび出すよういがされる・
設 間 A 女 6 B 女 C 男
















設 潤 6 A 女 E B 女 日 C 男
i との文を読んで感じたこ メルヒオール夫人はやさしい人だ 病気でくるしくても，え顔を 7'/デルセンの愛情に満ちた顔
主を書いて〈だきい。 な， 7'/デルセンもそんな心の人 わすれなかったとと。
ではないだろうか，童話にもやさ
しい心があふれている。
2. あなたは， ζの文のどこ メルヒオール夫人の，母観のよう 母鶏のようにやさしい，愛情 母線のようにやさしい・愛情IC.
からそう感じたのですか にやさしい，愛情に満ちた顔がほ に満ちた顔がほおえんでいま iI'iちた顔





設 間 A 女 B 女 6 C 男
l いつどるのととを書いた 冬のはじめ di. 冬の始め
文ですか。
2 どんなととろのようすだ 太平洋側の小さい町(から風が幾 海ベ 寒くて雲が背空をかとみ始めた
と思いますか。 日も吹きぬいた。)





設 問 6 A 女 B 女 6 C 男






1 文章の趣旨や，情緒について， A女は適切にこれをとらえているが， B女には混迷がみられ， C男
では，本文の転写にとどまっている。問題2で， C男は感想として， iメJレヒオ ノレ失人の愛情に満
ちた顔」 と;f，るべきを， iアンデノレセンの愛情に満ちた顔jというように誤っている。読みが混乱し
ている証左とみられる。
2. 文の指示することがらについて， A女は簡潔・的確に把握しているが， B女は焦点化してとらえ
てはいたいし， C男はあいまいである。













A 女 大きなしらか li C 男
1 
「おい，アリョーシャ。 j
¥ と， ポロー ジャがよんで言いました。
ト「おまえは，あの大きなしらかばには登れないだろうなaまだ小さいからなd↑亙れていいね
上をみながら登れるけど れまく，受りたいんだけどな。だけど，許してくれないんだ，おかあさんが。











































工芸品と美術品のちがい| 入閣は， 日hのくらしのために ，さまざまな品物を ，手仕事で作ってきてい |人間は， 日有くらしの
は，工芸品は用いる物で|打。 着物やら，食器やら，家具やら，数えたらきりがないほどでありましょ|ために工芸品をつくって
美術品はながめる物だと |ぅ。 ζういう品々を「工芸品Jとよびます。美術品とちがうと ζろは，使う ζ し、ることと .工芸品と美
いう ζ主である。 Iとを目的として使られることであります。美術品はながめるもの，工芸品は用|術品のちがうと ζろ
いるもの，といってきしっかえないでありまし工う。
工芸品の中のねだんの安| とζろが，工芸品，どうしても，上等の品とふつうの品とに分かれるかたむきU等品と工芸品について
い，民衆医局いられるふ |があります。 上等品のほうは，技とうをζらし ，そうしょくを事くしますから |と，ねだんのやすい民衆
つうの品々 を民芸品とよ |高価ILなり，また，そうたくさんはできません，なみの品は ，ず司と単純であ 11:)骨いられるふつうの品






J."実用的で沢山できる |ζとも少なくありませんし， それに品数も少ないと ζろから ，たいへん貴重な |名もない取人の手から美
という Eとが美しさを低|ものと考えられました。もとより ，そういうものに，りっぱな品がいろいろあ |しい品はできないと決め
パ したり，れない駁刈るのは事実でありますが.それかといって，実用的だというととや，たくさん |てかかるものほしb、見




















の深浅 ，広狭の状態。 ④ ことばの指示するものや ，ことばに対応するものの把握の程度。
⑤詩に対する感受性 など。
調査の実施人員






各行と問いlI'lt I -6 -~ 女 B 女 C 男
l すな山にねとろんで I日なたほっとをしたいなあ。 I海の音をきいていたa 広い海をながめたいれ
*すなおではある。(なにをしようというの) I 牟ねとろぶという表現に却し I*すなおではある。
| たすなおな反応 | 




3 空と水とが一つにとけ合っ |空と水は青い。水平線がなくな |悔は，青くて広<.eおくまで |空の色つ1.;




各行と闘いかけ A 女 B 女 C 男
ホかすむ容の悔のような側 1 * ~足している。
でl行目と照応している。
4 遭い水平線をながめよう・|水平畿は.空と水とを，くっき |海と空のさかい目 |波がひかっている内
(どんなだろう) Iりと t;本の鎮でわけている.
格想像がますます鮮明であるJ +事実的解釈。想像がたい"1 *部分的
5 ながめあきたら ， 1海で詠どう・日を体いっぱいあ 11:の広い釦海の美しさを誇に |ほかのものをみよう。












1 まぶたの中にひろがる， I青いすτきな落の水.75いすて |自然の美しさが広がる。 Iゆめをかんがえる・
(なにが) きな空の色。 I 牟正しい想傑ではあるが，観1 ・Eの行からだけ想像しτぃ
事具象的でゆたか。 I 念的 (美しさという語) I て文脈がない。
a もっと大きな海のととを思 い司て見てみたいなあ。とても|あまり海が美しいので，1:の世 |世界}の海で ，むねが滑らかに
いうかべよう. 青くてきれいだろうな。 I界じ申うが海になったらいい !なってくる.








































各行と問いかけ A 女 B 女 C 男
率やや，具象性の勝った ，あ 本自l言ーは少し棋で| キ心がうろうるのつもりとの
とがれの心もち。 ある。 ととである。
12.その大洋の上を行き来する 船が，大きf:.大きな紛が ， liの波，給と ，空の雲。
(なにが) 本的i *混交 *混乱
13.たくさんの船のことを. 思いうかべよう。 国t国と交通
(どうしようというの〕 象的縫 *混交 *混乱
14 また，それらの鉛のほをい 風が ヨットなどの .1'1を風が吹くとi自分の心
っぽいにふくらませたり.I ふくらんで船がうど〈。
(なにが) $正確 事冗長になり，不正確になっ| 本混迷
ている
15 マストの旗や，けむりをな 海を通るかろやかな風 '海の波ゃ ，風が 飴
びかしている， キすぐれた感覚的表現 *波の恕像は誤り *前文との連接が意識にない
(なんだろう) ためとの行だけで，それに
対応するものを考えている
16 明石い海風のことを思おう その風κ顔すなでてもらいたい 天気がよ 〈て，設がおだやかな |自分が船にの司た感じ
(どんな気持ちか) な 海を思っている。
e自然的 *かなりすなお 来事実的.経験的
(もうー 度読みかえして題名を| 青 い大きな海 広〈勇しい海 広 い 海
つけてどらん)
-あなたの気Kいったところは|白砂山仰とろんで海のおきを 10悔のおきをながめよう。 10しかもちがった国hの考えを


















いでいるものは何か。 Jrその大洋の上を行き来するのは何か。 Jという ような聞いに対しても疋確
である。
④誇の表現の中に主体的にはいりとゐで感情移入をしている点がみられる。これは冒頭からみられる













ことばが使われていて ，詩の触発する具体的なイメージの嫡きかだが ，じ 叩うぶんでないように考え
られる。
①客観的な読みとりに欠陥がある。 r世界の国々をへだてているのは ，海と空の間Jと反応したり ，
「マストの旗ゃ，けむりをなびかしているのは，海の波ゃ風がJと答えたりして不正確である。
① 感情移入もかなりできているし・強い反応もみられる Cあまり海が美しいので ，この世界じ町うが














⑨ 想像力は貧弱である。ことに ，ことばによっ てそれに関連する自己の経験等を反応することが多く
ことばの象徴する世界について豊かな想像を広げようとはしない。
③客観的な読みとりが.正確にできない傾向がある。?の詩句「世界の国々をへだてているJのは何







句の受けとりかたが ，現実的 .経験的 .蔀ゆ的であるから，正しい鑑賞は困難である。
-考察のまとめ
(!) 続みのすぐれている者は ，文脈の形成がすみやかである。




じるしい誤りを犯さないのである。 B女は ，2旬で誤った想像をしたが， 3句 「空と水とが一つにと
け合っている。 ……」の部分で ，直ちに修正をしている。これは読む力が水準以上にあるからである。































とにいるように思った。」と ，記入しながらも ， ["ちょっとむずかしかった。 」と，付け加えずには








答えているが ，想像を問われたところでは ，事笑的な平凡な反応しかなく ， i好きな語句」の抜きが
































t2J いま読んだととるで， あな|ビーズ玉みたいな小きな二つの |子がには，そのはさみを，ぶる IBIiみたいな所に ，ピー ズ玉みた
たがいちばんも、に感じた部 |自が，ぴかっと光っていて，何 I.s:るふるわすようにたえず動か|いな小きな二つの自由:ぴかっと
分を，木文のとおりに，次|かを見つめているように恩われ |しているのでした. 1光っていて，なにかを見つめて
の亡二iの中時き出しな |ました。 1 1"、るようだ。
さい。
-をとはどうしてあなたの|・ピーズ玉のようなとたと五て|・人間といっしょにいるのに，
心をひいたのですか。そ| いるからよほど小さいかにだ | とわがりもしないでからだを









えらびましたか。そのわ| の目がびかっと光っていて.I い自分のからだをうどかして | 足を動かして苦しそうだなと
けを書きなさい.
補助質問
何かを見つめているように思| いるのをみτLかわいかった | 思った。
われましたと書いてあるので4 から・
-むずむずとか..s:るぶる |・自分の生まれた所にかえりた |・ぴかっと光っていて -子がにが足をむづむづとして
- 36ー









だにふにあいなほどの大き | ないのかな。だから，小さい| けど人間がみるとかたわのよ | しかたがない。




τ品。ますか。 Iている光景を偲像したととn Iふうにあそんでくらしているか |ょうす。













(3) とのあととの話はどんなふ | ふきは自分にも穏がいないの |子がにが殺がにといっしょに生|子がにはきかな患の家はどうい




いましたか。 にいるととを想像したほどや| 子がたを，悔へにがせばどん| ているか。












・「ふきは，ふとそう 患っ| ・子がに H~がにがい『しょに| ・ 海のいきものは ， うみにかえ l ・ 子がには海がすすだからふき
たので寸。」…なぜふ | いるととろを想像したら .i':.1 した栂うがしあわせだと恩っ | はいっしょにいってやろうと
と思ったのでしょう。 Iの子がにが気の毒になったの| て。 I した。
で。
-父が[海べへ。 J(. .い|・もう陪〈なっているのに， 急|・父はわかがわからなくて， もl・夜だからもう行くな。
- 37-
日 ・印は酬査 I G A 女寸つ-BiLJ C L 
ったのは，どういう気持If(海べへ行きたいと，ふきが| うくらいからやめた方がいし、
ちなのですか。 I言ったので .おどろいているε! と。
・ふきが， iだから.. . JI・自分は培い時の占がいいので|・陪い梅をみて，親がにと子が|・子がにを元気づけてやりたい
といっているのは ，ーどん | その時ちょうど暗くなってき IILのあそんでいるのをみたい lから。
な気持ちなのでしょう。 Iたから， I から0
・おとうさんの気持ちは， I・はじめは思いがけないととばl・ふきという少女の気持ちをし l・子がにの気持を考えてくれる
どんなふうに変わってい IILおどろいたが，ふきのやき | って， ζんなやさしいむすめ| のか。じゃあいっていい。
ますか。 しい気持をきっして，つれて | になってくれたのかと患って。
いってやりたいと患った。




-どう してそう進むと恩っ |・やさ しいふきの殺なので，ぉ|・あんなにぴちぴちしていた子 |・子がKをにがしてやりたいか
たのですか。 父さんhきっとやさしいと忽| がにを，海へにがせば.どん lら。




(1¥ ととにはどんなととが書い|ふきがかにを悔へはなしてやっ |暗い海へいって .子がにをはな i子がにの性質とふきとおとうさ
てありますか。 Itc時のようす。 Iしてやった。 Iんの考え。
・要約度 |・(よく箱約)
・外へ出てから被うちぎわ |・うつくしい夜の海の様子がよ|・梅は，暗くて，なんだか，う|・空の下にきてふきと子がには



























・あなたがそのように奮い I• CJrJの文全体から。 -それっきり ，子がにのすがた|・夜の光畏がありありとうつつ
たのは，本文のどんなと I (夜の海ベの子がにを想像し がみえませんでした。 て見えました。
ζろから思いついたので | たところ〕
すか。
• rふきつあぶないよ。JI・ふきは，自分のすきなかlLの |・ふきの少女の足のととまで海 |・自分の子をだいじにするおと
- 3 8ー




































































































設問 ・印は追跡調査 6 A 女 6 B 女 6 C 男
3.ふきという名はむかしの日本 いっしょに生活しているより ， わいそうだと思って夜の悔の
の名前だな。 ζんな名前や， 親がにもいれば，生活hしやす 中にいって子がに1'.元気づ
.• .でありますとい い。 けてやりたい。
うととは使いからみて，との ふきという少女は，そう考えた ιふきのすきな子が?とをだいて .
物語は ，きっと，明治から大 にちがいない。その子がICを. 暗い海の所え行って子がにを
正のζろの話だろう。 かわいいと患ってればとそ .ふ 袴えはなしてやりたくない気
4とのおとうさんもやさしい人 (!'とという少女のとった，たい もちで ，海へはなさなきゃと
だな。ふきのやさしい気持を どが ，ただしいのだと思う。 いう気持ではなしてやった。
さっして海へつれていって〈 おとうさんは，ふきのととほ
れたもの。 かり思ってふきはかわいそう












ものである。 A女は .的確に「作者の家」と答え .その漂白は妥当と恩われる。よく観察している
ので.自分の家であろうと考えるのは順当であろうo R女は .r:観察している人のととるjといっ













ととるが .C男は「かわいそうに思った。」という反応を示している。とれは .前の性格称査や .













第二部は .子がにを眺めながらふきが想像する場面である。 A女はよ ぐ締約し ・B女も内容的に




A女とB女は ，ほぽ ・ふさの立場や心境に立ち人り ，とれと同化しているふうがみえるが .C男





みは ，その点すなおで正しく .二部の段落の表現をよく喜子sみとっている。ととろが ・C男は分裂的
な反応であって .I二手がには ，さかな屋の家はどういうふうに働いているのか。 Jという記述は.
その意味も不明確である。
なぜそのように進むと思うのか ，という追跡、質問に対しては .A女は .ふきの想像にみられると
の少女のやさしい心情 ・R女は， 二手がにの幸福を願うふきの心情という面から答えでほぼ等しい。









出している。 B女も .表現は少しったないが同趣のとらえかたをしている。と ζには出さなかった
が.B男は .r早くはなしてやりたかったから。 JA男は .r暗い海へそっとはなしてやりたいか
ら。」などと単純な反応を示し .情趣的読みとりではA女 'R女に及ばない。 5年生 ・4年生の場
合は .上位群でも .ひだの細かな情感を示していないので .そζに精神的成熟とか，想像の深さと
かいう問題が考えられるのであるの
・「ふきは .ふとそう思ったのです。」なぜ .ふと患 ったのか.という質問は(2)を違う形式でもう
一度問うたものであるが ，さすがにA女は正確に説明しているの B女は.本文にそい .C男は依
然として混迷している。
・父が 「海べへ。」といった気持ちについては.稗度の差はあるが 5名とも正答とみてよい。
・ふきが「だから.わたし.いきたいわ0 ・・・ ・Jと ，いう気持ちについては .B女の答がもっと









いっしょに海へ行き・・・ .. :Jという怨像の成立するζ とがわかる。 B女 .c男は .子がにへの関
心だけに支えられた推測lであるととが判然とし ，そとに女脈にそって全依的総合的な把握をするも
のと .R女のように ，子がになどを主脈としてかたよるものと .c男のように部分的に読んでゆく
ものとの差が露呈するように忠われる。
第四部
終末昔日で，子がにを港へ放して物語は心暖まる終末を告げるのである。 ζ とには .いままでの読みが
収束されるとも考えられる。
(1) 要約について
A女 'B女ともによい締約と思われる。 c男のは ，もっ ともらしく 記述してあるが要を得ていな





実感的な反応を示すだけであり .C男は ・踊意がとらえ られない。
(2)平がにを放した擦のふきの心情について
A女もB女も正しい文主党的心情に立っている。 ーまつのきびしさはあるが .とれでよかったとい







A女 'B女ともに正しい。ととろで .前項まで 2・5の聞いに対してわりあいによい反応を示し
ていたC男が .またととで逸脱した答を出している。 rいうか .いわないか迷っていた。」という
のは ，コンプレy クスに悩む彼の本心の反攻とみるのは .あまりにうがち過ぎではあろうが .父子
の相対する場面で彼はいつもとうした心理状況jこおかれるのではなかろうか。
(4) rよかったねjといった父の心情について






A女は .とれで柊わるとして .その根拠をハy ピー エン ドだからとしている。いかにも物語類を
多く続むチの感じそうなととで，物語の形式についての知識がじゅうぶんであるととが感じられる。
B女は .との物語は継続すると判断しているが ，終結場面は殺がにと瀞んでいる子がにを見て .
かつての子がにを思い出すととろである。 ζれは .R女が .前の部分でも殺がにと平がにの遊びの
場面を強〈印象づけていたととと関連する。 B.tcの持みはそうした意味で少しくかたよっていると
言えそうである。






A女の感想は秀逸である。子がにの可憐な ，生命の神秘を宿したよ うな小さな巨にひかれ .ふき
の心情のやさしさや ，父の慈愛を感知寸る場合もきめが細かい。特に報管感覚のすぐれているのは .
ζの物広ーを明治から大正のとるとしている点である。その根拠が少女の名の時代的な印象のほかに

































4 書く ζ との長符
5. 書くととについて
ι 両者の関係



































I 0 I 文字で書くと ，同じ「まだ行かない.Jですが，話すときの詔子は，それぞれちがっているととがわかるでしょう.
111 つぎに，書〈ととについて考えてみましょう.
I 2 I 書くのには，文字を用います。替かれたものが保存されていて ，文字削高えない限1).書かれたζとばは，いつまでも残ります.
また，文字を使えば，自の前にいない人にも ，じぶんの考えを伝えたり.報告をしたりすることができます。
I 3 1 近ごろは，レコー ドやテ プレコーダーによって ，ととばを記録するとともできれば，遠くの人にそれを燭かせることもできるよ
うになりました。しかし，これもまた，いつでも，どζでも ，だれもが利用できるわけではありません。やはり，現在では，ととば
をのものちまで袋したり，遠くへ送ったりするのには，文字がいちばん串〈使われます。
141 とζろが，書〈 ζ左は ，話すととともがって ，相手に身ぶりや表情を見せるととができません。調子によって気もちを表わすわけ
にもいきません。ですから.じJ，:んの考えをjf.しく伝えるためには，わかりやすく，まちがL、なく筈くととが必要です。




























































3 いま l回読んで， ζの文章|どちらがすぐれているというわ|文字を使えば .自の前にいない|ζとばを記録するζともできれ
でたいせつだと思われると|けにはいきません。おたがいに |入院も ，自分の考えを伝えたり|ば ，遠くの人にそれを聞かせる
とるの右わきに，なみ線:-1たりない点をおぎなっていると |報告をしたりするζとができま|とともできるようになりました





4 tの文章は，いくつの段落II(l2)II(34561391 !(12)II(3→9 ) 
にわかれると思いますか。 11 0 ) il(11 12 13 14 ) 1 I ( 10→ 12 ) 
本文の番号を)曲線でくく 1]'{ (15 ) 1 N ( 1 3→ 15 ) 
って.じゅんじょをつけて
ください - 適切である • II段以下混乱がみえる
- 46ー
- とれも部分的
1 (1)[ (23456189 
10)illCl11213)N( 
14 15 ) 
- すべて誤っている
設問(細部は省略あり) A 女 B 男 C 男
5 との文章は，なにをいって 考えの伝達方は2つあり ，それ 身ぶりやことばを伝える時の注 表情や身ぶりも，考えを伝える
いるのかaかんたんに書き は「話すζとJr書〈ことjで 意やたいどなどa のと，ととばを記録するととを




- よい要約 - 部分的 - 部分的
• 6 A女 文語・梗婆・要旨いずれも正確.結尾の要約部分もよくとらえ，段落も適正ですぐれた読みを示す。




ζの文章は何について書い l考えの伝達方 !ととぼなどをいう人の注意と聞 |ととばの意味について
たものですか。 1・ 概情的にとらえている I <人の注意 |・ 逸脱
的確な表現でない








ぶととになるのです. I・ 書きととばのみ 1・ 認分的
・ 結尾要約に注目
との文章をいくつかの陵落 1I (1 2 )考えの伝達方には rII(l2)人に考えを伝える時 1I (1→ 5 )話すとと，書くこ
にわけ，段落ごとに意味を|話すζと」と「書く ζとjの二|の方法 !との 2つの決点がある。
まとめて書いてください.1つある 1 r (3→ 9 )話寸時の限度と物II(6→ 10 )震話の話しにつ
r ( 3→ 10 )話すととの長所|の機械化や話す時の表情なl.Iいて話すときの注意について
は話す時の調子で相手の気もち1m(10→12 )文字の話す時|置 ( 11 12' 13 )遠〈の人に
がわかるζとで， 欠点は遠くに と審〈時のちがいと報告のしか|ったえるとと
いると話しに〈いととである。 Itt IN(1415)話すととと，書




るというととで欠点は ，相手に |・ 引例と要説を混同している|・ 話しtと:とばと害きととばの
i自州も叫えられないとi I 州
一47一
設 問(細部は省略あり) 6 A 女 6 B 男 6 C 男
とである.




4 鏑の段落書号を使って .z: ① /"①¥ 
の文~の組立てがはっきり ①__-----~~① ①ー③ー①ー② ① (0 
わかるように ，あらわして -...____〆/ (4)/ ‘⑦ 
みなさい.
-績造をよくつかんでいる - 混迷 . iIt遺
5 ζの文章で迩べているとと 考えを伝える方法は2つあり ， ことばを骨〈時や人に伝えるζ 人に伝えるζと
はどういう ζとですか. それは「話すととjと「書くと とを，注意しなさいという事
とjで両方区長所 ，失点がある











































































121書〈ばあいに注意しなけvわか句やすく ，まちがいな〈嘗!まちがいをなくし，はっきりと|だれが ，いつ ，なにをどうした
ればならないEとはなん|く |気もちをのベる。 1をかかない.
ですか.











































本文(IJ ，問題一 配布 ・・…… 回収(問題紙のみ ，本文は回収ぜず) 9分
本文(r) ，問題二 配布 ・・・・・… 回収(1/ 11) 9介
本文 (I)，問題三 配布 ......… 回収 ( 1 グ ) 9;ト
木文〔皿)，問題四 配布 …一・… 回収(H n) 13介
原稿用紙 1枚ずつ 配布 ・一一-… 回収 2日分
〔調査対象児童〕
新潟市立上所小学校 6年 1学級 4 6名 (男 26，女 20)














みを ，ぶるぶQ ，ふるわすように ，たえず動か
しているのでした。
問題 一本文(1)を読んで衣の聞いに答えなさい。













































本文 〔四) 1 問題四本文〔皿〕は ，本文(1)(l) (il)のつづ
ふきは ，つめたい子がにを手ににき・って ，公| きです。 ζれを読んで衣の聞いに答えなさい。
とうさんとふたり ，外に出ました。町通りから，1(1) とζには どんなととカ曹いてありますか。
暗い小さな路地をぬけていく と， もう ，ザー， 1 (2) iほら，海へかえっていきな。Jといったとき ，
ザ ，ー ザー，という波の音がひびいていて ，す | ふきはどんな気持ちだったでしょうか。
〈・ ， はま草のしげっている海ぺに出られ~した。 1 (3) iかに ，海へ ，はなしてやったよ。」といった
星がき らきらと光っている空の下に ，夜の海 | とき ，ふきはどんな気持ちだったでしょうか。
ははても知られず ，ぼうぼうとつらなっていて，1 @ あなたは ，どうしてそのように思ったのか，
海べには，たえまな<，波のうちょせる音が ， 1 説明して ください。
くりかえし ，く りかえし， ひびいているのであ I(4) iああ ，よかったね。 」と ，主?とうさんは ，ど
りました。いそのにあ、いが，ぶうん，とします。 | んな気持ちでいっているのて・しょうか。
ふきは ，はい色のすなはまを ，サク ，サク ，サ 1 (5) ζの文章は ，ζれで終わるのでしょうか ，まだ
ク，とふんで波うちぎわにいきさした。 1 さきへ続くのでしょうか。あなたの考えに合って
「ふ$っ ，あぶないよ。 J 1 いる方へOをつけて〈ださい。



















。 続くと思う人は ，ζのさき ，どんなふうに話
が進んでゆくか ，あなたの思 ったζ とを書いて
ください。
(本文，問題ともに原文はたて書き)





やさんの家Jとしているものも 2名いるが ，とれとて本文(1 Jにないては誤答とは言えない。未提示
のその続き ，J子がにをながめていると ，'" . -:J(本文(I))，Jそとで ，ふ含は ，;t~ と勺さんに声
をかけました。 J(本文〔盟))，とζまで読んで初めて，その子がにが，わが家へ持ち帰られてきてい















の ，大きなはさみをもっているのです。 j (そんなちっち宇な……から書
き始めたものも ，とれに含む)











11 7 18 




26 20 46 










1 (かわいい ) 6 7 1 3 
2 (かわいそう) 7 7 1 4 
3 (公かしく) 1 1 2 
4 (ふしき'な) 12 5 1 7 
言十 26 20 4 6 
「かわいいと思ったj rかわいそうに思ったJは，男女ともどもに反応しているが， rふしぎな感じ
を受けたJは ，男子の反応が極めて強く，女子は 1， 2 ，よりかえって少ない。 ζの「ふし容な感じを
受けたJという選択肢の ζとばな ，子どもはどんなふうに受け取ったのであるろか。いま(2)と(3)の応答
の関連を見ると，衣の表に見るととくである。
(2)の問題で ，a rピーズ玉みたいな小さなこつの自が，ぴかっと， 光.っていて ，なにかを見つめてい
-54-
断1 2 5 
男 5 A 1 
a 
女 4 1 
男
b 










男 6 7 

































































4 10 C 
BC 5 4 9 I Dは ，Cの内容をふせて，とれを概括的，抽象的な段階でとらえて
D 4 1 5 いる。
× 
計
1 T 2 
26 120 !46 
以上の中 ，AとCが最も多いが ，概括的な捉え方のAは男子lこ多<， 
具体的なとらえ方のCは女子に多い。やや抽象肢の強いDの応答も男
(Xは無意味) 子に多い。






1 0 ( 38%) 
1 ( 4%) 
26( 100%) 
女








































男 女 | 言十
ー
A 5 4 7 
B 1 2 
C 4 2 6 I 
D 8 8 16 
E 3 3 6 I 
F 4 5 
G 2 1 3 I 
× 
計 26 20 
(Xは総意味)
Aは ，その想像を喚び起した契機を ，( 1)の文章表現の中に求め ，( 1 )から(IT )への表現内容











思う。そしてとれがまた 48 %の多きを占めているととも ，事実として ，注目しなければならない。




1 かわいい ( 13 )・・・・・・・ 5 
2. かわいそう(1 4 )・ ・・・・・・・ 6
3. i;、かしく ( 2)・ ・ー・・・ 1 
( 1 )の本文で ，子がにのよ うすに ，かわいい ，かわい
そう，余かしく，ふしぎな というふうな感じ方をしてい
たもののろち，いま 2は除くとして ，少なくも他の 12名
のものは，子がにに対する感じ方が(I )の本文に会いて，
かわいそうだというふうに変わったととが知られる。とれ
4. ふしぎな ( 1 7 )・・・・・・・8 1 は，たまたま，二(2)の応答の中に， rかわいそうになってj
目 という表現をはっきりとっているものについてだけ見たの
で ，ζ うしたととばを使っていないものにも ，とのような，子がにに対する感じの方の変容の行なわれ
ているものが相当数あるであろうととが考えられるのである。文章の読みは， ζのように文章を読み進







C 子がにがもといたと ζろにふきがかえすか ，かえさないかで，良心がまよう話。
D ふきはとがにをかわいそうなので海ににがしてやり ，子がにはしあわせになる。
E ふきは子がにをあわれに思いにがしてしまい，主人にお ζ られ家をかい出'dせられる。
F ふきはζの子がにをだいじに育てると思う。
G 子がにが料理に使用される。
H ふさは子がにと裁がにがいっしょにあそんでいる ζ とをおもっているととをかくと恩勺。
I ふきという少女が子がにを見ているとかわいそうになっていくという物語。
男 女
A 14 11 
































Hは，本文 (r )の内容からあま り出ていない。 Iも同様である。
ζの文章表現の情緒性からいって， A，B，C，Dあたりまでが妥当











A 11 11 











D 4 1 5 
× 4 4 














































































































































A 17 ? 
















子の会話にとの文章の終曲としての重みを感 じ取 ったものは， Cを応
答の中に加えたであろう。そうした意味でBCの答えがもっともまん
べんなくその内答を述べたものといえあ。とにかくとの(1)の問題は，
Cと×の 2名を除いて， 4 6名中 44名までがほぼ妥当な応答をして
し、るとし、ってよい。


















































次にDは ，放 してやる子がにに対する不安と期待のような気持ちであり， 子を旅だたせる親の気持ち
にも似た気持ちである。とのDの気持ちが主になっているが，その他の気持ちも含めて ，子がにへの呼
びかけとして，つまり， 直接 「ほら ，海へかえっていきなJという乙とばそのものの気持ちとして応答
しているのがEである。






(3) íかに，海へ，はなしてやったよ。 」 といったと~ ， ふきはどんな気持ちだったでしょうか。
。あなたは ，どうしてそのように思ったのか ，説明してください。
子どもの応、答z-類別して記すと衣のどと〈である。またその応答数は下表のとま?りである。






































































































取っているもの (Aの第 1例)，既設部分の向象を想起して読んでいるもの(Gの第 2例 ，J ) K) ， 
ふきの気持ちを構想の主軸に公いて，かなり主観的に読み取っているもの(F) ，あるいはまた， 自己









cトと A B C D E F G H I J M 計一 一 司
男 5 1 中λ 1 7 女 4 2 8 
R 男 2 1 6 
女 2 
C 男 1 2 5 女 T 1 
D 男 1 '1 6 女 2 2 4 
E 男 1 4 女 2 1 4 自
BC 男 1 2 
女
AB 男 1 
女 1 1 
× 男 1 1 女
2 6 
男 9 2 4 2 5 2 1 2 0 
計 女
1 0 A 2 









である。 D-A(3名)， E-A(3名)もA-AIこ近い気持ちである。 B-C(2名)は ，むしろ ，
































応答の数からいう と， A，B，Cが最も多い。 Aは ，かにを海へ放してやった
ふきの行為を諾い ，ともに喜んでやっている父親としての気持ち， BIま，その行
為の内容である海へ帰ってゆく子がににずする気持ちとして述べている。 Cは ，
「かに ，海へ，はなしてやったよ。 」と言ったふきの気持ちを思いやって ，これ
























5 5 '1 0 
4 5 9 
5 5 8 I 




1 1 2 
1 2 
1 
1 I 1 
1 
26 20 aι





I~ぐ(|A B C D AC BC ADI E F G H I X 言十
男 1 2 1 1 1 ? 
A 














男 T 1 5 
F 5 
ち;
男 1 2 
G 4 

















男 1 1 
M 
女
男 5 4 5 2 2 2 1 1 1 26 
言十 女 5 5 3 2 1 1 1 20 46 
1日 P 8 4 1 2 2 2 2 1 1 ! 
上の表の中でいくらかでも集中度のあるものについて見ると，
A-Bは ，かにを海へはなしてとれでよかったなあという気持ちで父に 「かに，海へ ，はなしてやっ




持ちで .1 rああ ，よかったね。」と言 っていると見るわけで ，気持ちの上ではA-B，A-C，ほとん




「かに， 海へ，はなしてやったよ。 Jと話しかけてきたのに対して ，，-ああ ，よかったね。 」と，綬の
やさしい気持ちな内心勺れしく思って発したととばと解するわけで ，ととにも父親の娘に対する愛情が
読み取られていると思う。













4 6名中 32名(7日係)のものは ，ことではっきり「終わる」としている。いい読みをしていると
思う。 i続 くJとしたものの内容は次のようなものであった。
A 子がにのζ とが忘れられない。 さらに ，






























































中のある ζとばや文をと公して行なわれる場合が多い。また ，既説部分を想起したり ，未読部分を
予怨する場合も ，具体的には ，文I!JKをたどりつ Lその中に ，そのような契機になるたドせつなとと
ぼや文を，はっきりと意識するととによって行なわれる。したがって，読みに当たって， ζ うした
契機になるととばや文を文脈中にはっきり捉えるζ とを常に伝導する必要があると思われる。













験させる読みであり ，その意味で物語的文章の税解指導は ，読書指遂と密接な関係にあり ，適切な
読書指導を背景とし ，もしくはそれと並行して行なわれてゆくととが ，効果的であろうと考えられ
る。
以上のようなととが一応考えられるが ， とれらをさらに詳しく し， 実際の~導の場に具体化し実証す
るととは今後の仕事にゆずりたいと思う。いまは粗略な考えそ述べて ，今後の研究の心づもりにするま
でである。
















己の読みを規制し ，修正する心的操作のできるととが望ま しい。それには， パ-:1ナリティ自体が
健全であるととが前提となる。
感情移入が正しくできることが ，読みの活動の心理的重要条件であるが ，それには主体性が把持
できなくてはならないo 6 A女のすぐれた読みは ，その感性豊かで正常なパーソナリティにささえ
.られているのである。
4. とうしたパーソナリティや ，心理的状況は環境条件に左右されるととが多い。特に家庭 ・学校等
における人間関係は重大な影響をもつのであり ・6C男におけるコンプレ y クスに由来する読みの
障害には，多くの問題が内在している。


























0 新潟市立 上所小学校 (研究協力学校 敬称略)
高柳校長伊藤教頭菊地教諭 三浦教諭大島教諭その他職自各位
との研究を担当し執筆したものは次のとおりである。
1 . n . N章谷沢道房 血主左 大竹大一
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